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岡
山
大
学
の
活
動
報
告

チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
招
へ
い

植
物
輸
送
体
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究

岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命
自
然
科
学
研
究
科

（
農
学
部
総
合
農
業
科
学
科
農
芸
化
学
コ
ー
ス
）
は
、

２
０
２
４
年
７
月
８
日
〜
７
月
15
日
の
一
週
間
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
カ
ル
タ
ゴ
大
学
ビ
ゼ
ル
ト
科
学
部
よ
り

大
学
院
生
５
人
、
ポ
ス
ド
ク
２
人
、
教
員
１
人
の
計

８
人
の
研
究
者
を
招
い
て
、
「
植
物
の
環
境
ス
ト
レ

ス
耐
性
の
調
節
に
か
か
わ
る
輸
送
体
タ
ン
パ
ク
質
の

研
究
」
を
テ
ー
マ
に
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
し
た
。
１
９
８
８
年
に
設
立
さ
れ
た
カ
ル

タ
ゴ
大
学
は
、
学
生
数
約
３
万
人
を
有
す
る
学
際
的

な
大
学
で
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
国
際
的
研
究
者
の
育

成
で
あ
り
、
参
加
者
は
、
岡
山
大
学
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
植
物
科
学
分
野
の
最
先
端
研
究
に
関
連

し
た
実
験
技
術
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
岡
山
大
学

の
学
生
と
の
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
る
最
中
に
、
飛
行
機

が
急
に
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
る
等
、
色
々
と
あ
り
ま
し

た
が
、
７
月
８
日
に
８
名
全
員
、
無
事
に
関
西
国
際

空
港
に
到
着
し
、
翌
９
日
か
ら
岡
山
大
学
津
島
キ
ャ

ン
パ
ス
で
本
格
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
電
気
生
理
学
的
手
法
で
あ
る
パ
ッ
チ
ク
ラ

ン
プ
法
を
用
い
て
、
植
物
の
イ
オ
ン
輸
送
体
（
イ
オ

ン
チ
ャ
ネ
ル
）
の
活
性
評
価
を
行
う
実
験
を
体
験
し

ま
し
た
。
パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
法
は
、
１
９
９
１
年
に

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ネ
ー
ア

ー
博
士
と
ベ
ル
ト
・
ザ
ク
マ
ン
博
士
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
実
験
手
法
で
す
。
用
い
た
実
験
材
料
の
一
つ

は
、
ビ
ー
ツ
（
ビ
ー
ト
）
の
液
胞
で
す
。
ビ
ー
ツ
の

液
胞
に
は
、
ベ
タ
レ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
赤
色
色
素
が

含
ま
れ
て
お
り
、
顕
微
鏡
で
の
観
察
が
容
易
な
た
め
、

今
回
実
験
材
料
と
し
て
用
い
ま
し
た
。

単
離
し
た
ビ
ー
ツ
の
液
胞
に
、
小
さ
な
ガ
ラ
ス
電

極
を
密
着
さ
せ
て
液
胞
膜
に
穴
を
開
け
た
後
、
液
胞

膜
に
存
在
す
る
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
活
性
を
測
定
し

ま
し
た
。
一
つ
の
液
胞
を
取
り
扱
う
非
常
に
細
か
い

実
験
を
、
参
加
者
は
興
味
深
く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
モ
デ
ル
植
物
で
あ
る
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を

用
い
て
、
気
孔
孔
辺
細
胞
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
実
験
を
体
験
し
ま
し
た
。

気
孔
は
、
植
物
の
葉
の
表
皮
に
存
在
す
る
通
気
口

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
刺
激
に
応
答
し
て
開
閉

す
る
こ
と
で
、
光
合
成
に
必
要
な
二
酸
化
炭
素
の
取

り
込
み
や
、
蒸
散
に
よ
る
水
分
放
出
を
調
節
し
て
い

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
419
回
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ま
す
。
孔
辺
細
胞
の
細
胞
質
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
は
、

気
孔
の
開
閉
運
動
を
調
節
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
の
変
化
に
応
答
し
て

色
を
変
え
る
、
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
蛍
光

タ
ン
パ
ク
質
を
利
用
し
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
カ

メ
レ
オ
ン
は
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
チ
ャ
ル
フ
ィ
ー
博
士
、

下
村
脩
先
生
と
と
も
に
２
０
０
８
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
Ｙ
・
チ
エ
ン
博
士
の
研

究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
人
工
蛍
光
タ
ン

パ
ク
質
で
あ
り
、
そ
の
開
発
と
改
良
に
は
こ
れ
ま
で

に
数
多
く
の
日
本
人
研
究
者
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
蛍
光
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
孔
辺
細
胞

の
細
胞
質
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
刺
激
に
応
答
し
て
速
や
か
に
変
動
す
る
様
子
を
観

察
し
ま
し
た
。
普
段
、
ほ
と
ん
ど
動
い
て
い
な
い

（
よ
う
に
見
え
る
）
植
物
が
示
す
、
非
常
に
速
い
生

理
反
応
に
参
加
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
参
加
者
と
岡
山
大
学
の
学
部

生
・
大
学
院
生
は
、
互
い
の
研
究
内
容
を
英
語
で
紹

介
し
、
積
極
的
に
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
両
大
学
の

若
手
研
究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
国
際
交
流
の
場
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
生
は
、
英
語
の
読

み
原
稿
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
綿
密
に
準

備
し
、
事
前
発
表
練
習
を
何
回
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
科
学
技
術
体
験
に

加
え
て
、
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
目
的
で
社
会
見
学
も

行
い
ま
し
た
。
岡
山
で
は
後
楽
園
と
岡
山
城
を
見
学

し
、
広
島
で
は
原
爆
ド
ー
ム
と
広
島
平
和
資
料
館
、

宮
島
を
見
学
し
ま
し
た
。
広
島
平
和
資
料
館
が
特
に

参
加
者
の
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
通
り
に
終
え
て
、
７
月
15
日
、

参
加
者
は
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
円
滑
に
進
行
で
き
た
の
は
、
協
力
者

の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
ま
た
、
私
た
ち
の

研
究
室
に
所
属
す
る
チ

ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
の
留
学

生
に
、
参
加
者
の
生
活

面
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
え
た
こ
と
も
大
き
な

助
け
と
な
り
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
望

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終

了
後
、
参
加
者
の
一
人

で
あ
る
カ
ル
タ
ゴ
大
学

助
教
の
オ
ー
サ
マ
・
ハ

ル
ベ
ッ
シ
ュ
博
士
か
ら
、

「
私
た
ち
に
提
供
さ
れ

た
科
学
的
、
文
化
的
な

経
験
に
大
変
満
足
し
て

い
ま
す
。
こ
の
訪
問
は
、

私
の
仕
事
上
そ
し
て
個

人
的
な
人
生
に
お
い
て
、

最
も
重
要
で
最
高
の
経

験
の
ひ
と
つ
と
な
る
と

思
い
ま
す
。
植
物
の
研

究
分
野
で
は
、
私
た
ち

は
あ
な
た
方
と
共
通
の

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す

の
で
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

は
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま

す
」
と
の
感
謝
の
メ
ー

ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
今
後
、

国
際
交
流
を
よ
り
一
層

深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

岡山大学大学院生による研究紹介 ビーツから液胞を単離する実験

チュニジア参加者による研究紹介 カルシウムイメージング実験




